
 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより      校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

 

 

～ 日々の授業改善を学力向上につなげる ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝食を共にし、互いの絆を深める 
                      ～ ５年町合同宿泊体験学習開催 ～ 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 令和３年 

７月１日 

No.６ 

 ６月１４日（月）今年度第１回校内授業研究会を実施しました。授業者は、４年担任 岸香織 教諭

で、国語「一つの花」の登場人物（父親）の心情を読み取るものでした。子供たちは、教科書の叙述

や挿絵、これまでの物語の流れ等から、父親の心情に迫っていきました。この授業で話題になったこ

とは、「子供が主役で、担任はコーディネート役であること」「日々の授業の積み重ねの延長に授業研

究会があること」など。 

 本校は、２０代から４０代前半の若手教員が半数に上り、授業力向上は喫緊の課題です。校長自ら

授業を参観し、授業づくりについて指導しているほか、担任が日常的に授業を開き、参観し合い、学

び合う集団となるよう研修体制を充実させていきます。 

 

 ６月１６日（水）と１７日（木）の２日間に亘り、町５年生が合同で宿泊体験学習を実施しま
した。会場は、朝日少年自然の家。自然の冒険や勾玉作り、野外炊飯、ドラム缶風呂、キャンプ
ファイヤーなどを通して、他校の児童とも絆を深めました。 
 担任が敢えて指示・説明を少なくしたことで、子供たちの脳はフル回転。「持ち物、何？」「次、
どこに集まるの？」など自分で考えたり、友達に尋ねたりしながら、時間を守って行動しようと
する姿が見られました。２日間の学びを学校生活にどう生かすか、子供たちの今後の成長に期待
しています。 

５年代表児童の感想  

一番心に残った活動は、野

外炊飯です。薪に火をつける

ことに苦労したからです。校

長先生が火をつけている場

面を見たり、自分たちで工夫

したりしてがんばりました。 

       土居夏輝 くん 
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火を囲み、ダンスで盛り上がる 自然の冒険「いかだ乗り」 



 

 

町教育委員会訪問を受けて・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 ６月１１日（金）町教育委員会訪問がありまし
た。各学年の授業通覧の後、今年度の学校経営や、
子供たちの様子、教職員の指導の様子などについ
て、意見交換がありました。 

 委員の皆様方より「子供たちが生き生きと学習
に向き合っている。」「担任の笑顔が素敵。」など、
いろいろな面から本校の教育活動を高く評価いた
だきました。 

 一方、タブレット活用の在り方や教職員の働き
方改革など、今後の経営課題も明らかになりまし
た。学力向上につながるタブレット活用や働き方
に係る行動改革など、できることから着実に実施
していきたいと思います。 ２年 算数の授業。長さも単位をそろえれば、

たし算ができることをまとめている場面。 


